
 
■ 教員のＩＣＴ活用スキルチェックリストに関する調査(令和７年６月)結果の概要 ■ 

校種 全ての項目で３以上の評価である教員の割合 

小学校 85.06% 

中学校 80.00% 
 
 本県では、全ての項目で３以上の評価である教員の割合が、小・中学校とも８割を

超えており、概ねＩＣＴは活用できています。令和８年度の最終目標値は１００％と

しています。 

また、週に１回以上画像又は動画の教材を生徒に配付又は提示している教員は８割

程度であり、ＡＩを活用している教員は５割程度でした。 
 
【参考】ＩＣＴの活用の頻度について（週に１回以上の割合） 

項 目 小学校 中学校 

クラウドサービス等を用いて、アンケート又は小テスト（課
題）を実施（配付）している 

49.48% 43.14% 

画像又は動画の教材（既存の物も含む）を生徒に配付又は提示
している 

84.84% 74.75% 

校務の負担を軽減するために、ＡＩを活用している 45.84% 45.66% 

教育データを分析して、授業改善又は個別指導に活かしている 57.69% 50.03% 

 

生成ＡＩは、人間の能力を補助、拡張し、可能性を広げてくれる有用な道具になり

得るものです。教育の質の更なる向上や教員の業務の負担軽減が図られるよう、生成

ＡＩや教育データの活用事例を紹介します。 
 

○授業での発問に対する回答のシミュレーション相手として活用する。 

～プロンプトの例～ 
 
＃（役割）１．日本の中学校の生徒Ａと生徒Ｂと生徒Ｃ。                                   

２．相手の話を聞いて自分の考えを広めたり深めたりします。          ※１ 

３．一問一答にならないような課題解決のためのヒントを出し合います。少し 

ずつ理解を深めていくような姿を演じてください。 

＃（形式）対話形式と表形式                        ←※２ 

＃（依頼）理科の授業で、課題「身近な環境問題」を解決するための生徒Ａと 

生徒Ｂと生徒Ｃの学びが深まる対話の例を教えてください。          ※３ 

＃（条件） 

・課題に対して＃（役割）＃（依頼）を確認して回答してください。 

・対話形式で思考が深まるような質問をし合いながら課題を解決してください。  ※４ 

・つまずきのポイントが分かるような対話も必ず入れてください。 

・生徒Ａと生徒Ｂと生徒Ｃの思考が深まったと感じたら最後に＃（表形式）で 

まとめてください。 
 

※１ 授業の場面設定等を入力します。 ※２ 生成ＡＩに回答してもらう形式を入力します。 

※３ 生成ＡＩに回答してもらう具体的な内容を入力します。 

※４ ※３について、付け加える条件を入力します。 

 

【参考】リーディングＤＸスクール指定校実践事例・動画（文部科学省） 

https://leadingdxschool.mext.go.jp/ 

ＩＣＴ活用スキルについて 



～生成ＡＩの回答例（対話形式）～ 
 
◆Ａ：最近、町の近くでごみがよく捨てられているのを見かけるんだよね。これって環境問題 

の一つだよね。どうすればごみを減らせるんだろう？ 

◆Ｂ：うーん、ごみが増えているのはリサイクルがまだまだ不十分だからだと思うよ。リサイ 

クルをもっと広めることが大事だよね。 

◆Ｃ：リサイクルを広める方法はいろいろ考えられるよね。身近にできることってないかな？ 

例えば、家の中でごみの分別をしっかりすることから始めてみるとか。 

   （中略） 

◆Ａ：でも、こうして少しずつでも意識していけば、世の中は変わると思うよ。学校で実践し 

   てみると、家庭にも広められるね。 

◆Ｂ：まずは身近なところから始めて、意識を高めることが大事なんだね。 

◆Ｃ：うん、みんなで協力して、まずはリサイクルを意識して、ごみを出さない工夫をしてい 

こう！それが解決への一歩だと思うよ。 
 

 
同様に、授業の主発問に対する児童生徒の回答を生成ＡＩで作成し、指導案のたた

き台として利用することもできます。まずは、生成ＡＩを使ってみることから始めて

みてください。 
 

 

■ 児童生徒Can－Do達成度に関する調査(令和６年１１月)結果の概要 ■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①②は達成度の高いもの、➊➋は達成度の低いもの、( )は令和５年度の数値 

本県では、調査を行った全ての学年において、文字入力スキルの達成度は８５％を超え

ており、各学校における、日常的なＩＣＴの活用の積み重ねやＥＩＬＳのタイピング検定、

タイピングコンテスト等への意欲的な取組の成果が表れたものと捉えています。 
 
なお、今年度もタイピングコンテストを１１月に実施いたします。 

１０月１日から今年度のコンテストに即した練習問題が実施可能に 

なります。短い時間でも練習できます。児童生徒が練習を積んでコ 

ンテストに参加することができるよう御協力をお願いいたします。 
 
一方、課題として、統計処理スキルの達成度が低いことが挙げられます。プレゼン

テーション技術は、達成度が高いので、プレゼンテーションアプリで発表資料等を作

成する際に、効果的なグラフを作成させるなど、統計処理を行う機会を増やすことに

より、スキルの向上を図ってください。今年度は、１２月に同調査を実施いたします。

愛媛県ＩＣＴ教育推進ガイドラインの「児童生徒 Can－Do リスト」を再度御確認の上、

児童生徒のＩＣＴ活用力向上へ向けた取組をお願いいたします。 


